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画調整の必要性を指摘し， SWT法 (Surrogate W orth Tradeoff Method) を用いて，中読誠でトレー
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(1) 淀川本川の C 1 -, B 0 D , C 0 D , KMnO 4消費量， NH 3 -N，流量の時系列データから各負荷量
変動を求め，傾向変動と不規則変動を除去した季節変動のコレログラム，水質項目・水温・流量聞の相
関ならび、に下水処理と自浄作用への水温の影響を総合的に検討した結果，人為汚濁の少ない時期，下水
処理効率の指標である BODで代表できる時期， NH 3 -Nに重点をおくべき現在，として，流域汚濁の
構造を明確に区分できることを示している。
(2) 渇水期の半年間 1 日 12回のデータを分析して流量が減少するほどNH 3 -N負荷が激増することを
立証し，淀川本川の維持流量70rrf/ s に水質保全上の意義を与えるとともに，この現象が低水時の支川
での汚濁負荷の希釈・自浄効果の低下にもとづくことを明らかにしている。
(3) 流域の土地利用特性と下水道普及率が異なる枚方市域内の 5 河川を対象として，淀川合流部への C
OD負荷流達量の日平均値を人口密度，緑地率，下水道普及率によって定式化するとともに，各河川の









(Surrogate W Qrth TradeoH) 法によって政策変数聞のトレードオフを調整した選好解を導いている。
以上のように本論文は，水道水源汚濁の新しい局面に対して，浄水技術の高度化およびそれと整合し
た地域レベルでの汚濁負荷制御の現象的・計画的取扱い方法を提案したもので，水質基準の設定問題を
-509-
含め淀川以外の流域にも有効な知見を提供しており，水資源保全に関する学術および実際上寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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